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一
、
は
じ
め
に

平
安
朝
文
章
史
・
漢
文
学
史
の
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
未
開
拓
の
分
野
に
願
文
の
研
究
が
あ
る
。

近
年
、
漸
く
、
文
学
研
究
の
側
か
ら
注
目
さ
れ
は
じ
め
、
小
峯
和
明
・

山
崎
誠
・
渡
辺
秀
夫
の
諸
氏
に
よ
っ
て
（
注
1
)
そ
の
成
果
が
積
ま
れ
つ

つ
あ
る
が
、
か
よ
う
な
願
文
の
文
学
的
研
究
は
、
さ
ら
に
、
広
く
平
安
朝

あ
る
い
は
院
政
期
文
学
史
を
見
渡
し
な
が
ら
、
一
方
で
道
真
・
匡
房
な
ど

の
漢
文
学
作
家
論
へ
と
向
か
い
、
ま
た
、
一
方
で
『
本
朝
文
粋
』
・
『
江

都
督
納
言
願
文
集
』
の
如
き
文
集
に
於
け
る
願
文
の
位
置
付
け
や
作
品
論

へ
と
発
展
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

か
か
る
研
究
の
現
況
に
あ
っ
て
、
な
お
手
付
か
ず
の
状
態
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
は
、
時
代
と
し
て
は
平
安
初
頭
期
、
視
点
と
し
て
は
、
願
文
の

文
章
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
類
型
的
性
格
の
把
握
即
ち
マ
ク
ロ
文
体
と

し
て
の
視
点
が
あ
ろ
う
。

小
稿
で
は
、
こ
の
方
面
の
開
拓
を
目
指
す
べ
く
、
平
安
初
頭
期
追
善
願

0
キ
ー
ワ
ー
ド
：
追
善
願
文
・
性
霊
集
・
菅
家
文
草
・
文
体
・
文
章
構

成
法

文
の
文
体
に
つ
い
て
文
章
構
成
法
の
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。二

、
平
安
初
頭
期
願
文
の
概
観

小
稿
で
対
象
と
す
る
平
安
初
頭
期
の
願
文
は
、
西
暦
七
九
二
年
か
ら
九

0
0
年
に
至
る
作
で
、
前
稿
「
平
安
時
代
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
・
末
尾

の
表
現
形
式
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』

49
、
平

成
元
年
・
三
月
）
付
載
の
「
平
安
時
代
願
文
一
覧
稿
」
の

1
¥
5
6
の
計
五

十
六
篇
で
あ
る
。
こ
の
中
心
を
成
す
の
は
、
『
性
霊
集
』
所
収
の
空
海
作

願
文
と
『
菅
家
文
草
』
所
収
の
菅
原
道
真
作
の
願
文
で
あ
る
。

抑
、
願
文
と
は
、
死
者
の
冥
福
を
祈
る
忌
日
法
要
や
廟
社
・
塔
寺
な
ど

の
建
築
奉
納
、
ま
た
造
仏
納
経
等
諸
種
の
法
会
法
要
の
お
り
に
、
そ
れ
ら

仏
教
行
事
を
企
て
る
施
主
（
願
主
）
の
願
意
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
後

の
『
本
朝
文
粋
』
な
ど
の
部
立
て
に
拠
れ
ば
、
内
容
上
、
追
善
・
供
養
塔

寺
・
神
祠
修
善
・
雑
修
善
（
仏
像
開
眼
、
経
典
書
写
供
養
な
ど
）
の
如
く

分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
心
を
成
す
の
が
、
死
者
の
冥
福
を
祈
る
追
善
供

養
の
願
文
で
あ
る
。

空
海
作
の
願
文
に
つ
い
て
も
、

8
「
為
故
藤
中
納
言
奉
造
十
七
尊
像
願

山

本

真

文
章
構
成
法
か
ら
観
た
平
安
初
頭
期
追
善
願
文
の
文
体

吾
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文
」
・

15
「
右
将
軍
於
華
山
宅
設
左
僕
射
大
祥
斎
願
文
」
な
ど
は
、
そ
の

典
型
と
言
え
る
し
、
こ
の
他
に
も
、

3
「
東
太
上
為
故
中
務
卿
親
王
像
刻

檀
像
願
文
」
や

5
「
為
式
部
笠
丞
願
文
」
な
ど
も
追
善
の
意
を
含
ん
で
い

る
（
注
2
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
口
に
追
善
願
文
と
言
っ
て
も
そ
の
中

身
は
一
様
で
な
く
、
死
者
の
冥
福
を
祈
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
法
会
を

営
む
き
っ
か
け
と
し
て
故
人
の
遺
志
を
強
調
す
る
事
例
も
あ
っ
て
作
品
に

よ
っ
て
追
善
の
比
重
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
道
真

作
の
願
文
に
つ
い
て
も
概
ね
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

39
「
為
故
尚

侍
家
人
七
々
日
果
宿
願
法
会
願
文
」
や
40
「
為
左
兵
衛
少
志
坂
上
有
識
先

考
周
忌
供
養
一
切
経
法
会
願
文
」
、

42
「
為
藤
相
公
亡
室
周
忌
法
会
願
文
」

の
よ
う
に
、
死
者
を
悼
み
悲
し
み
を
綴
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
故

人
の
発
願
の
遺
志
を
継
い
で
法
会
を
営
む
、
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
語
る
作

品
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
空
海
作
の
願
文
に
つ
い
て
言
え
ば
、

4
「
為
藤
大
使
中
納
言
願

文
」
．

6
「
為
知
識
華
厳
会
願
文
」
．

7

「
奉
為
四
恩
図
二
部
大
曼
荼
羅

井
十
護
像
願
文
」
・

13
「
於
大
極
紫
震
両
殿
請
百
僧
零
願
文
」
・

18
「播

州
和
判
官
攘
災
願
文
」

．．
 
玲
「
高
野
山
万
燈
会
願
文
」
な
ど
の
如
く
各
種

法
会
、
請
雨
・
除
災
の
雑
修
善
の
願
文
が
あ
り
、
道
真
の
作
品
の
う
ち
追

善
供
養
願
文
で
な
い
も
の
と
し
て
は
、

21
「
為
刑
部
福
主
四
十
賀
願
文
」

.
2
9「
為
温
明
殿
女
御
奉
賀
尚
侍
殿
下
六
十
算
修
功
徳
願
文
」
•
3
5「
為

南
中
納
言
奉
賀
右
丞
相
四
十
年
法
会
願
文
」
•
4
9「
為
宮
道
友
兄
賀
母
氏

五
十
齢
願
文
」
の
よ
う
な
長
寿
を
賀
す
る
際
の
修
善
願
文
の
多
い
こ
と
が

特
色
の
一
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
道
真
作
の
願
文
に
は
、
こ
の
他
に

、
文
体
分
析
の
視
点
と
し
て
の
文
章
構
成
法

も
、
3
2「
貞
観
寺
設
大
斎
会
願
文
」
•
4
6「
為
源
中
納
言
家
室
藤
原
氏
奉

為
所
天
太
相
国
修
善
功
徳
願
文
」
•
5
1「
奉
勅
放
却
鹿
鳥
願
文
」
な
ど
が

あ
り
多
彩
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、
同
じ
く
「
願
文
」
と
題
す
る
文
章
も
、
そ
れ
が
、
表
現
内

容
に
基
づ
く
文
体
名
称
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
注
3
)
、
個
々
の
文

章
の
表
現
内
容
は
必
ず
し
も
一
様
で
な
く
、
意
外
に
複
雑
な
表
現
世
界
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

願
文
に
つ
い
て
、
文
章
の
同
義
性
を
前
提
と
す
る
文
体
（
注
4
)
を
考

え
よ
う
と
す
る
場
合
、
か
よ
う
な
個
々
の
作
品
の
内
容
・
主
題
に
も
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

小
稿
の
筆
者
は
、
平
安
時
代
に
於
け
る
表
白
・
願
文
の
文
体
研
究
を
志

向
し
、
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
視
点
よ
り
考
察
を
進
め
て
き
た
。

文
体
分
析
の
視
点
は
種
々
考
え
ら
れ
よ
う
。
が
、
ま
ず
は
、
作
成
者
が

ど
う
い
う
点
に
留
意
し
て
作
文
を
行
な
っ
た
か
を
知
り
、
そ
こ
を
出
発
点

と
し
て
作
者
の
関
心
・
エ
夫
の
所
在
に
沿
っ
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
が
有

効
な
方
法
（
即
ち
そ
の
文
体
を
測
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
さ
し
）
の
一
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

願
文
の
場
合
、
作
文
作
法
書
の
類
が
今
日
い
く
つ
か
伝
存
し
て
お
り
、

こ
れ
に
拠
っ
て
そ
の
時
代
の
作
文
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
を
推
測
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
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静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
王
澤
不
渇
紗
』
は
「
願
文
の
認
様
」
と
し
て
、

〇
願
文

J

認
様
ハ
初
二
敬
白
よ
害
ー
ニ
字
下
こ
菩
根

J

目
録
ョ
書
？
次
発

・
端
っ
書
也
（
下
・
六
十
ウ
）

と
記
し
、
書
出
し
の
表
現
形
式
に
注
目
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
作
文
大
鉢
』
や
『
諷
誦
願
文
表
白
筆
肱
』
は
、
対
句
の
分
類

に
願
文
の
句
を
例
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
山
岸
文
庫
本
整
版
『
王
澤
不
渇
紗
』
二
（
『
諷
誦
願
文
表
白

筆
鉢
』
も
同
一
）
は
、
追
善
願
文
の
構
成
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一
番
四
種
次
第
[
-
世
間
無
常
通
用
儀
也
・
一
孝
行
儀
・
一
仏
法
賛

嘆
・
一
悲
嘆
哀
傷
]

二
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様

三
番
病
中
之
様

四
番
逝
去
之
様

五
番
悲
嘆
之
様

六
番
日
数
事

七
番
修
善
仏
経
事

八
番
時
節
景
気
事

九
番
昔
因
縁
事

十
番
廻
向
句
事

右
の
、
書
出
し
（
お
よ
び
結
び
）
の
表
現
形
式
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で

論
じ
（
注
5
)
、
ま
た
、
対
句
の
句
法
に
つ
い
て
も
表
白
文
に
関
し
て
考

察
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
注
6
)
。

文
章
構
成
と
い
う
視
点
は
、
一
番
か
ら
十
番
の
一
々
の
内
容
を
ど
の
程

ま
ず
、
空
海
の
手
に
係
る
と
さ
れ
る
、
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
所
収
の

追
善
願
文
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
。

前
稿
「
願
文
一
覧
」
の
中
で
、
追
善
願
文
と
認
め
得
る
の
は
、

2
.
3

.
5
.
8
.
9
.
1
1
.
1
2
.
1
4
.
1
5
.
1
6
.
1
7
の
計
十
一
篇
で
あ
る
。

今
、
時
期
的
に
最
も
早
く
作
成
さ
れ
た
、

2
「
田
少
弐
為
孝
子
設
斎
願

文
」
（
巻
第
七
、
大
同
二
年
二
月
十
一
日
）
の
全
文
を
掲
げ
て
文
章
構
成

四、

度
具
有
し
て
い
て
そ
れ
が
ど
う
い
う
順
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
る

も
の
で
、
文
体
分
析
の
重
要
な
視
点
た
り
得
る
と
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
（
注
7
)
。
即
ち
、
「
追
善
願
文
」
と
い
う
大
ま
か
で
は
あ
る
が
文
章

レ
ヴ
ェ
ル
の
同
義
性
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
同
義
的
文
章
を
成
立
さ
せ
る

個
々
の
文
が
ど
の
よ
う
な
順
で
配
列
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
文

体
の
問
題
と
な
り
得
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
前
項
に
於
い
て
、
追
善
願
文
と
見
倣
さ
れ
る
文
章
の
中
身
の

一
様
で
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
お
い
た
。
従
っ
て
、
し
ば
し
ば
追
善
願
文

と
認
定
す
る
の
に
困
難
な
事
例
が
出
現
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
小
稿

で
は
、
願
文
の
述
作
基
盤
た
る
法
会
を
開
催
す
る
、
そ
の
契
機
と
し
て
【

人
の
死
】
が
関
係
し
て
い
る
か
に
注
意
し
、
こ
の
こ
と
を
願
文
本
文
中
に

記
載
し
て
い
る
か
否
か
を
基
準
と
し
て
判
断
し
た
。

以
下
、
か
か
る
見
通
し
の
も
と
に
、
平
安
初
頭
期
の
追
善
願
文
の
文
体

を
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
。

『
性
霊
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
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の
実
際
を
例
示
す
る
。

（
標
題
）
為
田
少
弐
設
先
批
忌
斎
願
文

[
―
番
四
種
次
第
ー
孝
行
傲
]

恭
惟
。
陶
冶
身
慨
二
親
恩
重
゜
酬
報
岳
漬
非
佛
蹄
誰
。
没
駄
之
力
元
所

不
為
。
憑
之
仰
之
。
怨
親
猶
子
。
神
通
有
縁
。
悲
願
無
極
。
利
楽
抜
清

不
憚
身
倦
゜
狂
々
之
徳
言
絶
思
断
芙
゜

U
一
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様
]

伏
惟
。
先
批
田
中
氏
。
婦
徳
誌
茂
桃
林
。
母
儀
芥
腹
蘭
苑
。
所
翼
端
告

面
於
芥
劫
゜

[
四
番
逝
去
之
様
]

何
圏
害
芝
玉
於
露
朝
。

[
五
番
悲
嘆
事
]

嗚
呼
痛
哉
。
酷
裂
罪
苦
。
一
弟
子
等
。
呑
火
飲
鵠
不
記
年
建
。
漏
鐘
如
矢

周
忌
忽
臨
。
其
徳
厚
深
欲
報
岡
極
゜

H
ハ
番
日
数
事
]

是
以

c

大
同
二
年
仲
春
十
一
日
。

[

七

番

修

善

仏

経

事

]

.

恭
圏
綸
千
手
千
眼
大
悲
菩
薩
。
並
四
囁
八
供
養
摩
詞
薩
瑶
等
一
十
三
尊

井
奉
寓
妙
法
蓮
華
経
王
一
部
八
軸
゜
般
若
心
経
二
軸
。
兼
掃
洒
荒
庭
聯

設
斎
席
。
潔
修
香
花
供
養
諸
尊
。

[
十
番
廻
向
句
事
]

伏
願
。
傾
斯
徳
海
。
潤
洗
梵
魂
。
泰
妄
霧
以
額
大
日
。
懐
智
鏡
以
照
賓

相
。
法
之
不
思
議
。
用
之
元
窮
盤
。
福
延
現
親
。
壽
考
光
寵
゜
臣
子
有

善
。
必
奉
所
尊
。
廻
此
勝
福
。
奉
酬
聖
朝
。
金
輪
常
韓
。
十
善
蒲
新
。

春
宮
境
枝
゜
宰
輔
百
工
。
共
端
忠
義
。
福
履
緩
之
。
五
類
提
婆
。
十
方

藪
生
。
同
飽
一
味
之
法
食
。
等
遊
一
如
之
宮
殿
。

右
の
例
で
ま
ず
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
、
三
番
病
中
之
様
・
八
番
時
節

景
気
事
・
九
番
昔
因
緑
事
の
部
分
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
記
事
の
見
出

だ
せ
な
い
も
の
の
概
ね
一
番
か
ら
十
番
の
願
文
構
成
に
準
拠
す
る
か
た
ち

で
文
章
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
順
で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

そ
し
て
、
各
表
現
内
容
に
つ
い
て
そ
の
書
出
し
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る

の
は
、
一
番
ー
「
恭
惟
」
、
二
番
ー
「
伏
惟
」
、
四
番
ー
「
何
圏
」
、
六

番
ー
「
是
以
」
、
十
番
ー
「
伏
願
」
の
如
き
傍
字
（
作
文
大
肱
「
筆
大
鉢
」

に
い
う
、
接
続
詞
・
副
詞
の
類
）
で
あ
っ
て
、
布
施
浄
慧
氏
の
説
か
れ
る

よ
う
に
（
注
8
)
こ
こ
に
空
海
の
段
落
意
識
を
認
め
る
こ
と
も
不
当
で
は

な
か
ろ
う
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
今
指
摘
し
た
こ
と
が
他
の
篇
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

3
東
太
上
為
故
中
務
卿
伊
予
親
王
修
功
徳
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
舅
」
・
（
願
主
の
徳
性
）
「
伏
惟
」
｀
・
七
番
「
所

以
」
・
十
番
「
伏
願
」

5
為
式
部
笠
丞
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
恭
聞
」
・
ニ
番
・
五
番
・
六
番
「
謹
以
」
・
七
番

・
十
番
「
伏
乞
」
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8
為
故
藤
中
納
言
奉
造
十
七
尊
像
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
越
」
・
ニ
番
「
伏
惟
」
・
四
番
「
岩
謂
」
・
五
番

・
六
番
「
謹
以
」
・
七
番
・
十
番
「
伏
願
」

9
為
葛
摂
津
軍
設
先
考
忌
斎
願
文

一
番
（
孝
行
儀
）
「
弟
子
」
・
ニ
番
「
伏
惟
」
・
四
番
「
登
謂
」
・
五
番

・
六
番
「
謹
以
」
・
七
番
・
十
番
「
伏
願
」

11
笠
大
夫
奉
為
先
枇
造
大
曼
荼
羅
像
願
文

一
番
（
孝
行
儀
）
「
弟
子
」
・
ニ
番
「
伏
惟
」
•
四
番
「
登
圏
」
・
五
番

・
六
番
「
謹
以
」
・
七
番
・
十
番
「
伏
願
」

12
為
弟
子
僧
真
体
設
亡
妹
七
々
斎
井
奉
入
伝
燈
料
田
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
夫
」
こ
一
番
「
想
」
・
四
番
「
何
圏
」
・
五
番
・

六
番
「
謹
以
」
・
七
番
・
十
番
「
伏
願
」

14
大
夫
左
衛
佐
為
亡
室
造
大
日
楢
像
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
恭
聞
」
・
ニ
番
「
惟
」
・
四
番
「
登
圏
」
・
五
番

・
六
番
「
謹
以
」
・
七
番
・
八
番
・
十
番
「
伏
願
」

15
右
将
軍
於
華
山
宅
設
左
僕
射
大
祥
斎
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
・
ニ
番
「
伏
惟
」
・
四
番
「
盪
謂
」
・
五
番
・
六
番

「
謹
以
」
・
七
番
・
十
番
「
伏
願
」

16
天
長
皇
帝
為
故
中
務
卿
親
王
講
法
華
経
願
文
（
注
9
)

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
・
ニ
番
「
伏
惟
」
・
四
番
「
寧
圏
」
・
五
番
・
六
番

「
謹
以
」
・
七
番
・
十
番
「
伏
願
」

17
和
命
婦
於
法
華
寺
奉
入
千
燈
料
田
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
・
ニ
番
・
四
番
・
七
番
「
謹
以
」
・
十
番
「
伏
願
」

平
安
時
代
初
期
の
後
半
期
貞
観
＼
寛
平
頃
の
追
善
願
文
は
、
『
菅
家
文

草
』
所
収
の
菅
原
道
真
の
手
に
係
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
前
項
と
同
様
の
調
査
を
す
る
。

「
願
文
一
覧
」
の
道
真
作
願
文
の
中
で
、
追
善
願
文
と
認
定
す
る
こ
と

五、

以
上
の
如
く
、
空
海
作
の
願
文
に
於
い
て
は
、
文
章
構
成
に
つ
い
て
「

類
型
性
」
へ
の
強
い
志
向
が
看
取
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
願
文
構
成
」
一
番
か
ら
十
番
に
つ
い
て
は
、
そ
の
順
序

が
入
れ
替
わ
る
こ
と
な
し
に
記
述
さ
れ
、
一
番
・
ニ
番
・
四
番
・
五
番
・

六
番
・
七
番
・
十
番
を
骨
子
と
し
て
（
中
で
も
一
番
と
十
番
が
詳
細
に
記

載
さ
れ
る
）
書
出
し
に
も
、
原
則
と
し
て
類
似
の
傍
字
が
置
か
れ
る
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
四
番
（
逝
去
之
様
）
と
五
番
（
悲
嘆
之
様
）
は
人
の
死

に
関
す
る
こ
と
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
六
番
（
日

数
事
）
と
七
番
（
修
善
仏
経
事
）
は
法
会
の
様
子
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ

て
い
る
，

ま
た
、
例
外
的
に
、

3
は
、
二
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様
を
記
す
べ
く
そ

の
導
入
を
果
た
す
傍
字
「
伏
惟
」
が
置
か
れ
る
が
、
こ
れ
に
続
い
て
綴
ら

れ
る
の
は
聖
霊
1
1
故
人
に
つ
い
て
で
は
な
く
て
、
願
主
の
徳
性
に
関
す
る

記
事
で
あ
る
。

叙
上
の
、
緊
密
な
文
章
構
成
は
、
以
後
、
『
菅
家
文
草
』
所
収
の
追
善

願
文
に
も
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
菅
家
文
草
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
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は
一
層
困
難
で
あ
る
場
合
が
多
い
け
れ
ど
も
、
先
の
認
定
基
準
に
照
ら
し

て
、
一
応
、

2
3
.
2
4
.
2
5
.
2
6
.
2
7
.
2
8
.
3
0
.
3
1
.
3
3
.
3
7
.
3
8
.
3
9

.
4
0
.
4
1
.
4
2
.
4
3
.
4
5
.
4
7
.
4
8
.
5
4
の
二
十
篇
を
認
め
た
。

前
項
と
同
様
に
、
ま
ず
、

31
「
為
右
大
臣
[
藤
原
基
経
]
依
故
太
政
大

臣
[
藤
原
墜
房
]
遺
教
以
水
田
施
入
興
福
寺
願
文
」
を
例
に
と
つ
て
、
文

章
構
成
の
実
際
を
見
て
み
る
。

．
（
標
題
）
為
右
大
臣
[
藤
原
基
経
]
依
太
政
大
臣
遺
教
以
水
田
施
入
興

福
寺
願
文
貞
観
十
五
年
九
月
二
日

[
書
出
し
]

弟
子
右
大
臣
敬
白
。

U
一
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様
]

弟
子
、
伏
奉
故
太
政
大
臣
美
濃
公
[
藤
原
良
房
]
之
教
日
ヽ
興
福
寺
者

予
先
祖
[
不
比
等
]
焚
其
本
願
ヽ
雲
揺
年
深
ヽ
龍
街
響
遠
o

予
自
少
日

輸
身
、
至
残
陽
憂
図
。
偏
用
盛
忠
於
王
事
、
未
退
致
力
於
伽
藍
゜

u―
一
番
病
中
之
様
]

臥
病
而
悟
、
臨
命
以
慰
゜
汝
能
識
之
、
必
行
予
志
゜

[
四
番
逝
去
之
様
]

去
年
九
月
二
日
、
斯
乃
温
顔
即
世
之
夕
也
。
自
後
廻
光
不
住
、
忌
序
既

辣゚[
五
番
悲
嘆
事
]

墳
墓
未
乾
、
涙
痕
猶
混
゜

[
七
番
（
法
会
に
至
る
経
緯
、
修
善
仏
経
事
）
]

弟
子
漸
尋
先
霊
宿
意
、
貴
倹
而
不
好
奢
。
故
恩
澤
追
贈
之
證
、
譲
寵
章

於
聖
朝
。
櫂
車
引
撮
之
因
、
禁
勤
修
於
家
僕
。
弟
子
今
従
先
霊
遺
訓
、

分
先
霊
旧
産
、
捨
水
田
若
干
町
、
以
充
寺
家
之
資
用
。
―
二
日
注
、
具

在
別
紙
。
又
其
追
福
布
施
、
未
為
過
多
。
今
准
令
条
、
不
敢
減
折
。

[
―
番
四
種
次
第
ー
仏
法
賛
嘆
]

夫
不
可
量
者
、
如
来
方
便
之
力
、
難
思
議
者
、
世
尊
抜
漬
之
功
。

[
＋
番
廻
向
句
事
]

仰
願
、
十
方
諸
佛
、
一
切
賢
聖
、
同
稜
大
歓
喜
之
心
、
共
垂
哀
聴
許
之

念
。
一
頃
一
畝
、
将
接
畔
於
福
田
、
惟
孵
惟
耕
、
遂
混
利
於
佛
種
。
凡

蕨
所
修
功
徳
、
惣
資
先
霊
。
煩
波
砂
々
、
莫
顧
娑
婆
之
昔
居
。
賓
樹
行

々
、
安
住
兜
率
之
今
楽
。
聖
主
陛
下
、
比
乾
坤
以
無
傾
。
太
皇
大
后
[

明
子
]
‘
貫
涼
燒
而
途
鎮
。
善
根
之
施
、
福
恵
之
流
、
匝
四
大
海
而
未

窮
。
超
三
世
界
而
何
限
。
普
及
無
邊
、
共
成
楽
果
。

右
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
、
必
ず
し
も
、
『
王
澤
不
~
紗
』
・
「

願
文
構
成
」
の
一
番
か
ら
十
番
の
内
容
を
具
有
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、

順
序
も
こ
の
順
に
従
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
~
の
内
容
を

付
け
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ご
兄
す
る
限
り

で
は
、
空
海
作
の
迫
善
願
文
ほ
ど
明
確
な
構
成
・
段
落
意
識
は
認
め
が
た

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
構
成
に
拘
ら
ず
、
思
い

を
自
由
に
綴
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

右
の
例
に
即
し
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
指
摘
す
る
と
、
一
番
（
四
種

次
第
）
の
「
仏
法
賛
嘆
」
の
内
容
が
七
番
と
十
番
の
間
に
記
さ
れ
て
お
り

「
願
文
構
成
」
の
順
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
点
、
六
番
・
八
番
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・
九
番
が
書
か
れ
な
い
点
、
七
番
（
修
善
仏
経
）
が
単
に
法
会
に
於
け
る

供
養
仏
経
を
記
す
だ
け
で
な
く
、
願
主
（
弟
子
）
の
立
場
か
ら
遺
言
に
従

い
法
会
に
至
る
経
緯
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
点
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、

段
落
を
明
示
的
に
す
る
傍
字
（
接
続
詞
・
副
詞
の
類
）
の
使
用
も
定
着
し

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

た
だ
し
、
空
海
作
の
願
文
で
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
一
ー
一
番
（
病
中
之
様
）

が
こ
の
願
文
で
は
簡
略
な
が
ら
記
さ
れ
る
。

今
、
右
の
例
以
外
の
道
真
作
追
善
願
文
よ
り
、
か
よ
う
な
文
章
構
成
上

の
特
徴
と
お
ぽ
し
き
点
を
指
摘
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

(

a

)

「
願
文
構
成
」
と
配
列
順
の
異
な
っ
て
い
る
例

＊
一
番
（
四
種
次
第
）
が
冒
頭
に
な
く
、
文
章
の
中
程
に
置
か
れ
る
例

38
奉
太
皇
大
后
[
明
子
]
令
旨
奉
為
[
清
和
]
太
上
天
皇
御
周
忌
[

修
]
法
会
願
文

41
為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
願
文

＊
四
番
が
冒
頭
に
置
か
れ
る
例

39
為
故
[
源
]
尚
侍
[
源
全
姫
]
家
人
七
々
日
果
宿
願
法
会
願
文

＊
六
番
と
七
番
の
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
例

23
為
源
大
夫
閣
下
[
能
有
]
先
批
伴
氏
周
忌
法
会
願
文

24
為
大
枝
豊
苓
等
先
枇
周
忌
法
会
願
文

25
為
平
子
内
親
王
先
枇
藤
原
氏
[
貞
子
]
周
忌
法
会
願
文

41
為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
願
文

＊
七
番
が
冒
頭
に
置
か
れ
る
例

33
為
源
大
夫
[
湛
]
亡
室
藤
氏
七
々
日
修
功
徳
願
文

38
奉
太
皇
大
后
[
明
子
]
令
旨
奉
為
[
清
和
]
太
上
天
皇
御
周
忌
[

修
]
法
会
願
文

43
為
藤
大
夫
先
批
周
忌
追
福
願
文

48
為
清
和
女
御
源
氏
修
功
徳
願
文

(
b
)

「
願
文
構
成
」
の
内
容
の
一
部
を
欠
い
て
い
る
例

＊
一
番
を
欠
く
例

2
7
[
為
]
某
人
亡
考
周
忌
法
会
願
文

30
為
大
蔵
大
丞
藤
原
清
瀬
家
地
施
入
雲
林
院
願
文

3
7
[
於
]
吉
祥
院
[
修
]
法
華
会
願
文

39
為
故
[
源
]
尚
侍
[
源
全
姫
]
家
人
七
々
日
果
宿
願
法
会
願
文

40
為
左
兵
衛
少
志
坂
上
有
識
先
考
周
忌
供
養
一
切
経
法
会
願
文

42
為
藤
相
公
亡
室
周
忌
法
会
願
文

43
為
藤
大
夫
先
批
周
忌
追
福
願
文

45
木
工
允
平
遂
良
為
先
考
修
功
徳
兼
賀
慈
母
六
十
齢
願
文

＊
二
番
を
欠
く
例

33
為
源
大
夫
[
湛
]
亡
室
藤
氏
七
々
日
修
功
徳
願
文

38
奉
太
皇
大
后
[
明
子
]
令
旨
奉
為
[
清
和
]
太
上
天
皇
御
周
忌
[

修
]
法
会
願
文

41
為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
願
文

48
為
清
和
女
御
源
氏
修
功
徳
願
文

＊
三
番
を
欠
く
例

26為
弾
正
手
親
王
先
批
紀
氏
修
功
徳
願
文

33
為
源
大
夫
[
甚
]
亡
室
藤
氏
七
々
日
修
功
徳
願
文
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42
為
藤
相
公
亡
室
周
忌
法
会
願
文

47
為
清
和
女
御
源
氏
外
祖
母
多
治
氏
七
々
日
追
福
願
文

の
四
篇
を
除
く
す
べ
て

＊
四
番
を
欠
く
例

41
為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
願
文

45
木
工
允
平
遂
良
為
先
考
修
功
徳
兼
賀
慈
母
六
十
齢
願
文

＊
五
番
を
欠
く
例

30
為
大
蔵
大
丞
藤
原
清
瀬
家
地
施
入
雲
林
院
願
文

39
為
故
[
源
]
尚
侍
[
源
全
姫
]
家
人
七
々
日
果
宿
願
法
会
願
文

＊
六
番
を
欠
く
例

26
為
弾
正
手
親
王
先
批
紀
氏
修
功
徳
願
文

2
7
[
為
]
某
人
亡
考
周
忌
法
会
願
文

2
8
[
代
]
安
氏
諸
大
夫
[
安
部
宗
行
等
]
為
先
批
修
法
華
会
願
文

30
為
大
蔵
大
丞
藤
原
清
瀬
家
地
施
入
雲
林
院
願
文

紹
為
源
大
夫
[
湛
]
亡
室
藤
氏
七
々
日
修
功
徳
願
文

39
為
故
[
源
]
尚
侍
[
源
全
姫
]
家
人
七
々
日
果
宿
願
法
会
願
文

48
為
清
和
女
御
源
氏
修
功
徳
願
文

54
為
両
源
公
[
湛
●
昇
]
先
考
大
臣
[
源
融
]
周
忌
法
会
願
文

＊
七
番
を
欠
く
例

該
当
例
無
し

＊
八
番
を
欠
く
例

41
為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
願
文

45
木
工
允
平
遂
良
為
先
考
修
功
徳
兼
賀
慈
母
六
十
齢
願
文

の
二
篇
を
除
く
す
べ
て

＊
九
番
を
欠
く
例

道
真
作
追
善
願
文
二
十
篇
の
す
べ
て

＊
十
番
を
欠
く
例

該
当
例
無
し

(

C

)

「
願
文
構
成
」
の
一
番
ー
十
番
以
外
の
表
現
内
容
を
記
し
て
い

る
例

＊
遺
言
に
従
い
法
会
に
至
る
経
緯
を
詳
し
く
記
す
例

23
為
源
大
夫
閣
下
[
能
有
]
先
批
伴
氏
周
忌
法
会
願
文

以
下
す
べ
て
の
篇

＊
寺
院
な
ど
の
縁
起
に
言
及
す
る
例

26
為
弾
正
手
親
王
先
批
紀
氏
修
功
徳
願
文

30
為
大
蔵
大
丞
藤
原
清
源
家
地
施
入
雲
林
院
願
文

3
7
[
於
]
吉
祥
院
[
修
]
法
華
会
願
文

＊
冒
頭
部
に
願
文
の
あ
ら
ま
し
を
置
く
例

40
為
左
兵
衛
少
志
坂
上
有
識
先
考
周
忌
供
養
一
切
経
法
会
願
文

41
為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
願
文

43
為
藤
大
夫
先
批
周
忌
追
福
願
文

47
為
清
和
女
御
源
氏
外
祖
母
多
治
氏
七
々
日
追
福
願
文

＊
願
主
に
緑
の
あ
る
者
の
長
寿
を
祝
う
言
辞
を
記
す
例

45
木
工
允
平
遂
良
為
先
考
修
功
徳
兼
賀
慈
母
六
十
齢
願
文

右
の
(

a

)

・
(

b

)

[

内
‘
一
番
、
二
番
、
四
番
、
五
番
、

1

ハ
番
、
七

番
な
ど
を
欠
い
て
い
る
例
]
.
（

C
)

の
諸
点
が
、
空
海
作
願
文
に
は
、
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六
、
結
び

認
め
が
た
い
、
菅
原
道
真
作
追
善
願
文
の
文
章
構
成
上
の
特
色
に
数
え
ら

れ
よ
う
と
思
う
。

．
さ
ら
に
、
「
願
文
構
成
」
に
照
ら
し
て
見
た
場
合
、
先
の

(
b
)
に
つ

い
て
、
空
海
作
の
願
文
で
は
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
三
番
・
八
番
の
内
容
を

道
真
作
の
方
は
有
し
て
い
る
点
も
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

u―
一
番
病
中
之
様
]

＊
病
林
之
後
、
暁
鶏
敷
磐
。
薬
剤
之
間
、
寒
烏
一
暮
。

(33
為
源
大
夫
亡

室

藤

氏

七

々

日

修

功

徳

願

文

）

‘

＊
尊
璽
去
年
五
月
宿
病
乍
猥
、
殆
及
危
急
。

(47
為
清
和
女
御
源
氏
外
祖

母
多
治
氏
七
々
日
追
福
願
文
）

[
八
番
時
節
景
気
事
]

＊
況
乎
尋
磐
梵
唄
、
春
鳥
流
和
雅
之
鳴
゜
倫
色
瑠
璃
、
晩
菩
掃
清
涼
之
地
‘

(41
為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
願
文
）

＊
（
即
窮
冬
脹
月
廿
日
、
於
南
郊
外
禅
居
寺
、
聯
展
法
筵
、
伏
屈
僧
侶
。

）
凍
水
清
浄
、
霜
核
軽
微
。

(45
木
工
允
平
遂
良
為
先
考
修
功
徳
兼

賀
慈
母
六
十
齢
願
文
）

こ
の
よ
う
に
、
空
海
作
の
追
善
願
文
と
比
べ
て
み
た
場
合
、
道
真
作
追

善
願
文
の
文
章
構
成
法
は
固
定
的
で
な
く
、
自
由
に
思
い
を
綴
っ
て
い
る

ふ
し
が
看
取
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
願
主
や
故
人
の
立
場
・
事
情
、
心
の

さ
ま
を
軸
と
し
て
、
時
に
法
会
を
荘
厳
す
る
寺
院
の
風
情
な
ど
を
盛
り
込

ん
で
表
現
世
界
を
造
形
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
王
澤
不
渇
紗
』
の
「
願
文
構
成
」
に
拠
っ
て
、
文
章
構
成
法

の
観
点
か
ら
平
安
初
頭
期
の
追
善
願
文
の
文
体
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ

て
き
た
。

平
安
初
頭
期
の
前
半
に
活
躍
し
た
、
弘
法
大
師
空
海
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
、
一
番
（
四
種
次
第
）
・
ニ
番
（
聖
霊
平
生
存
生
之
様
）

•
四
番
（
逝
去
之
様
）
、
五
番
（
悲
嘆
之
様
）
・
六
番
（
日
数
事
）
、
七

番
（
修
善
仏
経
事
）
・
十
番
（
廻
向
句
事
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
の
内
容
が

こ
の
順
に
選
択
さ
れ
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
書
出
し
に
は
類
似
の
傍
字
を
置
い
て
段
落
を
明
示
的
に
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。

後
半
期
に
入
る
と
、
追
善
願
文
の
ほ
と
ん
ど
が
菅
原
道
真
の
作
品
で
占

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
此
等
の
篇
に
つ
い
て
は
、
七
番
と
十
番
と
は
い

ず
れ
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
項
の
内
容
は
必
ず
し
も
常
に
選
択

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
個
々
の
作
品
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
ま
た
、
各
項
の
内
容
の
配
置
順
序
に
し
て
も
必
ず
し
も
一
番
か
ら
順

に
並
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
文
章
構
成
法
か
ら
観
た
場
合
、
空
海
作
の
追
善
願
文
の

方
に
、
よ
り
堅
固
な
構
成
意
識
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
逆
に
、
道
真
の
作
品
で
は
[
型
]
へ
の
志
向
性
は
希
薄
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

今
回
、
文
章
構
成
法
を
考
え
る
上
で
、
『
王
澤
不
渇
紗
』
の
「
願
文
構

成
」
を
目
安
と
し
て
用
い
た
が
、
こ
の
内
、
九
番
「
昔
因
縁
事
」
に
つ
い
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ー
て
は
平
安
初
頭
期
追
善
願
文
の
実
作
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
。
こ
の
「
昔
因
縁
事
」
の
指
示
す
る
意
味
内
容
自
体
が
必
ず
し
も
判
然

と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
に
も
問
題
は
あ
る
が
、
今
か
り

に
こ
れ
を
「
中
国
古
典
な
ど
の
故
事
に
基
づ
く
記
事
」
と
い
う
ふ
う
に
把

え
た
場
合
、
こ
の
項
が
他
の
一
番
か
ら
十
番
の
項
と
事
柄
と
し
て
同
列
に

並
ぶ
か
ど
う
か
は
今
後
慎
重
に
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
実
際
の
作
品
に
も
二
番
「
聖
霊
平
生
存
生
之
様
」

や
五
番
「
悲
嘆
之
様
」
の
内
容
を
記
す
上
で
、
「
中
国
古
典
の
故
事
を
引

く
」
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
場
合
、
そ
の
箇
所
は
二
番
も
し
く
は
五

番
で
あ
る
と
同
時
に
九
番
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
文
体
分
析
の
も
の
さ
し
側
の
問
題
も
含
め
て
、
今
後
は
、
さ

ら
に
、
平
安
中
期
・
後
期
、
そ
し
て
院
政
期
の
追
善
願
文
の
文
章
構
成
法

に
つ
い
て
文
体
研
究
の
一
環
と
し
て
考
察
を
す
す
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
注
）

小
峯
和
明
「
江
都
督
納
言
願
文
集
の
世
界
（
一
）

S
(
四
）
」
（

『
中
世
文
学
研
究
』

1
3
S
1
6
、
昭
6
2
.
8
、
昭
6
3
.
8
、
平
元
・

8
、
平
2
.
8
)

山
崎
誠
「
身
延
文
庫
本
江
都
督
納
言
願
文
集
零
本
に
つ
い
て
」
（

『
国
語
国
文
』

50
ー
6
、
昭
5
6
.
6
)

同
「
江
都
督
納
言
願
文
集
侠
文
」
（
『
国
書
逸
文
研
究
』

10
、
昭

5
8
.
2
)
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

同
「
文
粋
願
文
略
注
零
冊
に
つ
い
て
」

昭
6
2
.
1
2
)

渡
辺
秀
夫
「
願
文
研
究
の
一
視
点
」
（
『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』

27
、

昭
6
1
.
1
0
)

同
「
天
皇
と
不
死
ー
帝
皇
追
善
願
文
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
日
本

文
学
』

38
ー
1
、
平
元
・

1
)

同
「
願
文
の
世
界
追
善
願
文
の
哀
傷
類
型
と
『
文
選
』
」
（
『

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

55
ー
10
、
平
2
.
1
0
)

こ
の
稿
に
い
う
「
追
善
」
は
、
「
功
徳
を
積
ん
で
、
亡
き
人
の
霊

を
弔
う
こ
と
。
死
者
の
冥
福
を
祈
る
仏
事
。
追
薦
の
転
と
い
う
。

死
者
の
冥
福
の
た
め
に
、
死
者
に
ゆ
か
り
の
あ
る
生
存
者
が
あ
と

か
ら
追
っ
て
善
事
を
実
践
す
る
こ
と
」
（
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞

典
』
）
と
説
く
所
に
従
う
。

高
橋
和
己
「
絣
文
に
つ
い
て
」
（
高
橋
和
己
著
作
集
『
中
国
文
学

論
集
』
）

拙
稿
「
漢
字
の
用
法
か
ら
観
た
平
安
時
代
の
表
白
文
の
文
体
」

8
 

（
『
国
文
学
孜
』

1
、
昭
6
3
.
6
)
二
、
平
安
時
代
語
の
文
体
論

ー

拙
稿
「
平
安
時
代
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
該
午
式
の

変
遷
に
つ
い
て
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
4
9、
~
元
・
3

）
 拙

稿
「
平
安
時
代
の
表
白
文
に
於
け
る
対
句
表
現
の
句
辻

i

の
変
遷

，
 

に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』

4
、
昭
6
2
.
6
)

ー

日
本
漢
文
の
文
章
に
つ
い
て
、
文
章
構
成
法
の
観
点
か
ら
分
析
を

（
『
国
書
逸
文
研
究
』

20

ー 24―



，
 

8
 

（
一
九
九
一
、
三
、
二
八
）

[
本
学
教
員
]

加
え
た
も
の
に
、
次
の
論
考
が
あ
る
。

大
曽
根
章
介
「
平
安
時
代
の
絣
麗
文
に
つ
い
て
ー
文
章
の
段
落
と

構
成
を
中
心
に
ー
」
（
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

3
、
昭

4
2
.
1
2
)
 

西
村
浩
子
「
平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型

的
性
格
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』

13
、
平
2
.
1
0
)

布
施
浄
慧
「
大
師
の
追
善
思
想
ー
性
霊
集
の
願
文
を
中
心
と
し
て

ー
」
（
『
仏
教
文
化
論
集
』

4
、
昭
59
、
川
崎
大
師
教
学
研
究
所

紀
要
）

拙
稿
「
空
海
作
願
文
の
表
現
世
界
ー
伊
予
親
王
関
連
願
文
を
中
心

に
ー
」
（
三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
『
人
文
論
叢

』

8
、
平
3
.
3
)

-25一


	文章構成法から観た平安初頭期追善願文の文体
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